
１ 

保
存
管
理

〇
本
史
跡
を
適
切
に
保
存
し
、

確
実
に
将
来
に
伝
え
る
。

〇
現
状
の
把
握
を
適
切
に
行
う
。

〇
本
史
跡
の
価
値
の
さ
ら
な
る

解
明
に
向
け
、
調
査
研
究
を

継
続
す
る
。

〇
現
状
変
更
の
方
針
を
定
め
、

適
切
に
運
用
す
る
。

１ 

史
跡
の
理
解
、
関
心
を
高
め    

    

る
た
め
の
活
用

〇
拠
点
地（
ビ
ジ
タ
ー
セン
タ
ー
な
ど
）

の
検
討
。

〇
ル
ー
ル
を
定
め
、
段
階
的
に
史
跡

内
の
見
学
会
を
実
施
す
る
。

〇
案
内
板
や
説
明
（
解
説
）
板
を

設
置
す
る
。

〇
市
内
中
心
地
に
看
板
を
設
置
す
る
。

〇
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
、
史
跡
の
価

値
を
発
信
し
て
い
く
。

〇
小
中
高
等
学
校
で
の
出
前
授
業

を
行
う
。
さ
ら
に
教
育
現
場
と

連
携
し
体
験
学
習
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
す
る
。

２ 

本
史
跡
を
中
心
に
周
辺
の
地 

　

 

域
資
源
と
一
体
と
し
た
活
用

〇
地
域
が
持
つ
歴
史
・
自
然
遺
産
と

若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
を
一
体

化
さ
せ
た
活
用
を
進
め
る
。

若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡

         
保
存
活
用
計
画
を
策
定

　

令
和
元
年（
２
０
１
９
）10
月
16
日
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た「
史
跡
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺

跡
」は
阿
南
市
水す
い
い井
町ち
ょ
うの
山
中
に
あ
る
弥
生
時
代
後
期
初
頭
か
ら
古
墳
時
代
前
期
初
頭
に
か
け

て
の
辰
砂
採
掘
遺
跡
で
す
。
阿
南
市
で
は
史
跡
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、本
市
を
代
表
す
る

貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
で
あ
る
史
跡
を
適
切
に
保
存
し
、未
来
に
向
け
正
し
く
継
承
す
る
た
め
、

ま
た
地
域
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
価
値
を
高
め
、持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
史
跡
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
保
存
活
用
計
画
」を
策
定

し
ま
し
た
。

３ 

整
備

〇
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
や
調
査
研

究
等
の
成
果
を
踏
ま
え
、
保
存

活
用
の
た
め
の
整
備
を
行
う
。

〇
来
訪
者
・
見
学
者
が
史
跡
に
親

し
み
、
そ
の
価
値
を
正
し
く
理
解

し
、
安
全
に
見
学
で
き
る
よ
う
な

整
備
を
行
う
。

４ 

運
営
・
体
制
の
整
備

〇
行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民

お
よ
び
そ
の
他
関
係
団
体
、
研

究
機
関
が
連
携
し
、
一
体
と
なっ

て
史
跡
の
保
存
活
用
、
整
備
を

図
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を

め
ざ
す
。

具
体
的
な
活
用
の
方
法
案（
一
部
抜
粋・要
約
）

保
存
管
理
、活
用
、整
備
、運
営・体
制
の
整
備

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
方
針

３ 

地
元
住
民
や
そ
の
他
各
関
係 

    

機
関
と
連
携
し
た
活
用

〇
地
元
住
民
や
そ
の
他
関
係
団
体

と
連
携
し
、
各
種
事
業
を
執
り

行
っ
て
い
く
。

〇
地
元
住
民
等
に
よ
る
史
跡
ガ
イ

ド
を
育
成
す
る
。

４ 

さ
ら
な
る
調
査
研
究
の
推
進 

　

 

と
促
進

〇
大
学
な
ど
の
各
研
究
機
関
と
連

携
し
、
継
続
的
に
進
め
て
い
く
。

※
記
載
し
た
内
容
は
一
部
抜
粋
し

た
も
の
を
要
約
し
て
い
ま
す
。
ま

た「
活
用
」以
外
に
も「
保
存
管
理
」、

「
整
備
」、「
運
営
・
体
制
の
整
備
」等

そ
れ
ぞ
れ
方
針
・
方
法
を
示
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は「
史
跡
若
杉
山
辰

砂
採
掘
遺
跡
保
存
活
用
」全
文
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

具具体体的的なな活活用用のの方方法法案案（（一一部部抜抜粋粋・・要要約約））  

（（１１））史史跡跡のの理理解解、、関関心心をを高高めめるるたためめのの活活用用  

〇拠点地（ビジターセンターなど）の検討。 

〇ルールを定め、段階的に史跡内の見学会を実施する。 

〇案内板や説明（解説）板を設置する。 

〇市内中心地に看板を設置する。 

〇イベントを継続し、史跡の価値を発信して行く。 

〇小中高等学校での出前授業を行う。更に教育現場と連携し体験学習等のプログラムを作成する。 

（（２２））本本史史跡跡をを中中心心ととししたた周周辺辺のの地地域域資資源源とと一一体体ととししたた活活用用  

〇地域が持つ歴史・自然遺産と若杉山辰砂採掘遺跡を一体化させた活用を進める。 

（（３３））地地元元住住民民ややそそのの他他各各関関係係機機関関とと連連携携ししたた活活用用  

〇地元住民やその他関係団体と連携し、各種事業を執り行っていく。 

〇地元住民等による史跡ガイドを育成する。 

（（４４））更更ななるる調調査査研研究究のの推推進進とと促促進進  

〇大学などの各研究機関と連携し、継続的に進めていく。 

 
 ※記載した内容は一部抜粋したものを要約しております。また「活用」以外にも「保存管理」、「整備」、「運営・体制の整備」等それぞれ方針・方法

を示しております。詳しくは「史跡若杉山辰砂採掘遺跡保存活用」全文を阿南市 HP に掲載しておりますので、ご覧ください。 

史史跡跡若若杉杉山山辰辰砂砂採採掘掘遺遺跡跡保保存存活活用用計計画画をを策策定定  
令和元年（2019）10 月 16 日に国の史跡に指定された「史跡若杉山辰砂採掘遺跡」は阿南市水井

すいい

町
ちょう

の山中にある弥生時代後期初頭から

古墳時代前期初頭にかけての辰砂採掘遺跡です。史跡指定を受けたことから、阿南市では本市を代表する貴重な歴史文化遺産である史跡

を適切に保存し、未来に向け正しく継承するため、また地域資源として活用することによって地域の価値を高め、持続可能な地域作りに

貢献することを目的とし、「史跡若杉山辰砂採掘遺跡保存活用計画」（以下、「本計画」という）を策定いたしました。 

 

保保存存管管理理、、活活用用、、整整備備、、運運営営・・体体制制のの整整備備そそれれぞぞれれのの基基本本方方針針  

大綱（ビジョン） 

マスコット 

若杉シンシャくん 
阿南市市民部文化振興課 

〒774-8501  徳島県阿南市富岡町トノ町 12番地 3 

TEL  (0884)22-1798 FAX  (0884)21-1282 

（１）保存管理 

〇本史跡を適切に保存し、確実に将来に伝える。 〇現状の把握を適切に行う。 

〇本史跡の価値の更なる解明に向け、調査研究を継続する。 〇現状変更の方針を定め、適切に運用する。 

（２）活用 

〇史跡の理解、関心を高めるための活用を図る。  ○本史跡を中心とした周辺の地域資源と一体とした活用を図る。 

○地元住民やその他各関係機関と連携した活用を図る。  

〇更なる調査研究を進め、本史跡の該当分野における研究拠点としての活用を図る。  

（３）整備 

〇これまでの発掘調査や調査研究等の成果を踏まえ、保存活用のための整備を行う。 

〇来訪者・見学者が史跡に親しみ、その価値を正しく理解し、安全に見学できるような整備を行う。 

（４）運営・体制の整備 

  〇行政だけでなく、地域住民及びその他関係団体、研究機関が連携し、一体となって史跡の保存活用、整備を図る体制を構築するこ

とをめざす。 

 

マスコット
若杉シンシャくん

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課
　
☎
22-

１
７
９
８

２ 

活
用

〇
史
跡
の
理
解
、
関
心
を
高
め
る
た

め
の
活
用
を
図
る
。

○
本
史
跡
を
中
心
と
し
た
周
辺

の
地
域
資
源
と
一
体
と
し
た

活
用
を
図
る
。

○
地
元
住
民
や
そ
の
他
各
関
係
機

関
と
連
携
し
た
活
用
を
図
る
。
　

〇
さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
進
め
、本

史
跡
の
該
当
分
野
に
お
け
る
研

究
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
図
る
。	

史
跡
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
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